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みんなで守ろう地域の財産
　

中
山
間
地
域
「
男
沢
」
は
花
と
泉
の
公
園
ぼ

た
ん
園
界
隈
に
あ
る
緩
傾
斜
の
農
地
で
す
。

　

面
積
は
19

㌶
、
構
成
員
は
19

名
と
小
さ
な
団

体
で
、
高
齢
化
に
よ
り
農
地
保
全
作
業
の
継
続

が
難
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
構
成
員
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
農
地
の
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
に
な
り
、
農
道
、
法
面
、
た
め
池
等

の
維
持
管
理
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
た
め
、
10

年
前
よ
り
防
草
シ
ー
ト
を
敷
設
す
る
こ
と
で
、

保
全
・
補
修
作
業
の
軽
減
を
図
り
点
検
確
認
と

簡
易
な
補
修
で
簡
素
化
し
て
い
ま
す
。

　

男
沢
水
利
組
合
や
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

活
動
組
織
の
男
沢
「
ふ
る
さ
と
保
全
団
体
」
、

男
沢
「
こ
め
ク
ラ
ブ
」
な
ど
男
沢
地
域
の
組
織

が
一
緒
に
な
り
、
地
元
の
財
産
、
我
が
家
の
財

産
、
我
が
家
の
宝
を
守
る
と
い
う
意
識
が
根
付

い
て
お
り
、
団
体
・
構
成
員
が
い
ろ
い
ろ
な
事

業
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

草
刈
り
し
な
い
の
で
は
な
く
、
し
な
く
て
も

維
持
で
き
る
方
法
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
男

沢
」
是
非
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

農
業
委
員　

及
川　

治
雄
（
花
泉
）

　

  

中
山
間
「
男
沢
」

    

代
表 

千
葉 

茂
彦 

さ
ん 

花
泉
地
域

がんばる
地域

ichinoseki

Iwaino Daichi

斜面での防草シ－ト敷設作業

－防草シートで作業の軽減を－
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●
狩
猟
免
許
取
得
の
支
援
に
つ
い
て

●
小
規
模
農
家
の
存
続
に
つ
い
て

●
農
業
委
員
会
改
革
に
つ
い
て

●
10
年
後
の
当
市
の
農
業
に
つ
い
て

●
米
の
価
格
保
証
に
つ
い
て

●
居
抜
き
物
件
の
情
報
共
有
に
つ
い
て

●
基
盤
整
備
事
業
に
伴
う
高
収
益
作
物
、
園
芸
品
目

の
導
入
に
つ
い
て

●
畜
産
農
家
同
士
の
法
人
化
や
集
落
営
農
法
人
へ
の
組

み
込
み
等
に
つ
い
て
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

市
長
と
農
業
委
員
会
の
意
見
交
換
会

「意見書」を提出

12
月
25
日
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
市
長
を
交
え
、
物
価
高
騰
に
伴
う
営

農
コ
ス
ト
上
昇
へ
の
支
援
や
、
年
々
深
刻
化
し
て

い
る
有
害
鳥
獣
被
害
の
対
策
強
化
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
農
業
委
員
会
（
小
澤
仁
会
長
）
は
12
月
11
日
に
令
和

６
年
度
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
意

見
書
を
佐
藤
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
の
施
策
立
案
や
予
算
編
成
へ
生
か
す
と
と

も
に
、
農
業
者
が
安
心
し
て
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
け
る

施
策
の
展
開
に
つ
い
て
要
望
し
た
も
の
で
す
。

主
な
意
見
内
容

1 

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
に
つ
い
て

2 

基
盤
整
備
事
業
の
促
進
に
つ
い
て

3 

新
規
就
農
・
参
入
の
促
進
に
つ
い
て

4 

農
業
用
資
材
・
飼
料
・
燃
油
等
価
格
高
騰
対
策
に
つ
い
て

5 

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
つ
い
て

6 

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
対
策
に
つ
い
て

7 

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て

主な意見内容

農業者が安心して
農業に取り組むために



　

近
年
、農
作
業
中
の
事
故
に
よ
り
多
く
の

犠
牲
者
が
発
生
し
て
お
り
、県
内
で
も
10
年

間
で
約
1
0
0
名
も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。一
関
地
方
に
お
い
て
も
、令
和
６

年
に
２
件
の
農
作
業
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　

農
作
業
事
故
は
、ほ
場
の
み
な
ら
ず
、公

道
や
自
宅
の
敷
地
内
な
ど
、普
段
か
ら
作
業

を
行
っ
て
い
る
身
近
な
場
所
で
発
生
し
て

お
り
、ま
た
、機
械
作
業
中
以
外
に
も
、ほ
場

へ
の
移
動
や
機
械
の
点
検
整
備
中
な
ど
、発

生
状
況
も
様
々
で
す
。
農
閑
期
で
も
、過
去

に
機
械
の
整
備
中
の
事
故
や
家
畜
に
踏
ま

れ
た
な
ど
の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、

十
分
に
注
意
し
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
も
、次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
農
作
業
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
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「
家
族
経
営
協
定
」
を
締
結

忘
れ
ず
に
！

点
検
・
確
認
・
安
全
管
理

無
事
故
で
終
え
る
収
穫
作
業

令
和
７
年
度
農
作
業
安
全
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

作
業
時
の
留
意
点

　

唐
沢
い
ち
ご
農
園
を
経
営
す
る
唐
澤
宏
之
さ
ん
一

家
は
、
後
継
者
の
歩
未
さ
ん
と
、
２
月
26

日
市
役
所

藤
沢
支
所
に
お
い
て
三
熊
有
孝
一
関
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
所
長
、
岩
渕
淳
藤
沢
支
所
産
業
建
設
課

長
、
菅
原
良
博
農
業
委
員
立
会
い
の
も
と
、
経
営
方

針
や
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
家
族
経
営
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

歩
未
さ
ん
は
県
立
農
業
大
学
校
卒
業
後
、
市
の
就

農
支
援
制
度
を
活
用
し
、
市
内
の
イ
チ
ゴ
農
家
で
研

修
し
ま
し
た
。
お
客
さ
ま
に
「
お
い
し
い
」
と
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
イ
チ
ゴ
づ
く
り
を
目
指
し
、
Ｅ

Ｍ
菌
を
活
用
し
た
土
づ
く
り
を
行
い
品
質
に
こ
だ

わ
っ
た
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

藤沢町藤沢字榴 114-96

不定休で営業

ＡＭ 10:00 ～ＰＭ 5:00

１月～５月のＧＷまで

さちのか・おいＣベリー

いちごプリン・ジャム

販売中 !!

唐沢

いちご

農園

農

安

作

全

業 農業機械の点検・整備は、必ずエンジン
を停止してから行いましょう。

1

いざという時に、運転者以外でもエン
ジンを停止できるよう、日頃から農業機
械の緊急停止ボタンやエンジンキーの
位置を家族で共有しておきましょう。

2

転落事故から体を守るため、トラク
ターには安全フレームをつけ、運転者
はヘルメット、シートベルトを装着しま
しょう。

3

強風・乾燥時には野焼きをしないよう
にしましょう。

4

なるべく一人での作業は避け、家族には
あらかじめ作業場所と帰宅時刻を知ら
せておきましょう。

5

農作業に出かけるときは、携帯電話を
持ち歩きましょう。

6

「
お
い
し
い
」
イ
チ
ゴ
づ
く
り
を
目
指
し

唐澤 宏之 さん 歩未 さん 仁美 さん



編

集

後

記

　

令
和
７
年
が
ス
タ
ー
ト
し
、
早
４
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
本
年
は
巳
年
（
蛇
の
苦
手
な
自
分
で
は
あ
り
ま
す
が
）
一

皮
も
二
皮
も
脱
皮
し
農
業
に
携
わ
る
方
々
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
農
業
委
員
会
共
々
「
い
わ
い
の
大

地
」
を
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
編
集
委
員
も
脱
皮
し
新
た
な
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

広
報
作
り
は
未
経
験
の
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
紙
面
作
り
に
は
苦

労
し
そ
う
で
す
が
、
新
た
な
視
点
を
取
り
入
れ
、
読
み
や
す
く
楽

し
い
「
い
わ
い
の
大
地
」
を
編
集
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
本
格
的
な
農
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。
今
年
の
作
物
も

豊
か
に
実
り
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良
い
年
に
な
る
こ
と
を
願
い
、

私
た
ち
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
委
員
長　

小　

山　

範　

輝
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編集委員長 小山　範　輝（川崎）

副委員長 遠藤　真　一（千厩）

編集委員 阿部　久美子（一関）

 及川　治　雄（花泉）

 及川　　　務（大東）

 小野　修　司（東山）

 鈴木　耕　多（室根）

 後藤　　　修（藤沢）

全国農業新聞の購読を！
農業委員会組織が協力して作成している新聞で、
毎週金曜日発行しています。
●お申込みは、農業委員会、本庁農政推進課、または各支所産業建設課まで

購読料

月額 ７００円

農業委員会では、一関市のホームページで委員会に関

する情報を提供しています。毎月の総会日程や議事

録、農作業標準賃金、届出や手続きの案内などを掲載

していますのでご覧ください。

　https://www.city.ichinoseki.iwate.jp/

一関市のトップページの「総合案内トップページへ」を

クリック。画面上部の「産業振興」タブから農業委員

会ページへお進みください。

●今回公表する賃借料情報は実際の契約に参考としていただくために、それぞれの地域ごとに契約額が極

端に高額、低額（平均値の1.7倍以上および0.3倍以下のもの）な実例をあらかじめ削除した後、全体集計

しております。

●実際の農地の貸借には、賃借料が無料の使用貸借契約もありますが実例として含めておりません。

●実際の農地の賃貸借契約の際は、対象農地の収穫見込み量や形状、および隣接する道水路などの状況

を考慮して、両者で協議の上決定してください。

平均額 最高額 最低額 データ数

一関・花泉地域 8,826円 15,000円 2,808円 1,843

大東・千厩・東山・室根・川崎・藤沢地域 7,170円 13,227円 2,835円 136

❶ 田（水稲）の部（10a当たり）

平均額 最高額 最低額 データ数

一関・花泉地域 1,815円 3,500円 1,000円 33

大東・千厩・東山・室根・川崎・藤沢地域 3,244円 4,804円 1,000円 26

❷ 畑の部（10a当たり）

農地賃借料情報
　農地法の改正により、従来の標準小作料は廃止され、地域における賃

借料の目安となるよう農業委員会が実勢の農地賃借料情報を提供するこ

とになりました。

　令和６年１月から同年12月までに締結（公告）された賃借料における賃

借料水準（10アール当たり）は、以下のとおりとなっております。

備 考

新

いわいの大地

編集委員


